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文部科学省からの依頼を受けて，６月６日から
９日の４日間，福島第一原子力発電所から半径２０
㎞圏内の緊急避難区域に指定された住民の一時帰
宅のためのスクリーニング活動に参加した。私自
身は研究で医療用の放射性物質を扱っているが，
放射線測定の専門家ではないので参加するのに若
干の迷いがあった。しかし，原子力発電所の事故
を目の当たりにして，自分なりに何らかの貢献が
できないか，また福島の今を自分の目で見て肌で
感じたいと思い，参加することにした。
前日の夕方に福島に着き，駅前の繁華街を通っ
て，本部の置かれている県庁舎横の自治会館まで
歩いて行った。駅前の建物に壊れた様子はなく，
人々も道を行き交って賑わっており，地震の影響
や放射能の影響は感じられなかった。
次の日からは朝７時に県庁舎前から出る大型バ
スに２時間近く乗り，半径２０㎞の所に設けられた
スクリーニング場へ行った。初日は田村市の古道
体育館，２日目は楢葉町の広野中央体育館，３日
目は南相馬市の馬事公苑，最終日は古道体育館へ
行った。バスには大学関係者以外に，原子力安全
基盤機構の人たちが同乗していた。午前中は特に
することはなく，住民の人たちへの一時立ち入り
に関する説明などが行われるのを眺めていた。そ
の後，住民の人たちは，白いタイベックスーツ，
キャップ，マスク，手袋３重に靴カバー２重とい
う重装備で，マイクロバスに乗り自宅へ向かって
行った。６月初旬であったが蒸し暑さを感じ，お
年寄りにとっては大変だろうなというのが見てい
ての感想だった。自宅から戻ってこられた住民の
人たちをスクリーニングする時は，私たちも同じ
ようにタイベックスーツを着て行った。後で聞い
た噂では，住民もスクリーニングスタッフと同様
な防護服を着せろという要望があったために，そ
のような重装備となったようである。７月の下旬
に再度，スクリーニング活動で福島を訪れた時に
は，暑さ対策と放射性物質による汚染の心配もあ
まりないということで，肌が隠れていればタイベ
ックスーツを着る必要はなくなっていた。スクリ
ーニングの手順も，６月の時には毎日が試行錯誤
といった感じで毎晩ミーティングを行っていたが，
７月の時は手順がしっかりとしており，終了後に
会場で簡単なミーティングが行われただけだった。
スクリーニングの方法は，どこの会場も同じよ
うに行われていた。体育館の半分にラインを引い
てホットエリアを設け，住民の人たちと持って帰
ってきた荷物が汚染されていないか，サーベイメ
ーターでチェックして，問題がなければ住民の人
たちは荷物と一緒にホットエリアを出て通常のコ
ールドエリアへ移動する。そこでタイベックスー
ツなどを脱ぎ，付けていたポケット線量計のチェ
ックを受けるという手順であった。住民の人たち
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は文句ひとつ言うことなく，指示にしたがって
淡々と行動されていたのが非常に印象的だった。
６月の時は，荷物を一つ一つ袋から出してチェッ
クしていたので時間がかかり大変であった。７月
の時は，高い汚染の荷物はほとんどないという事
だと思うが，荷物を袋から出さず袋に入ったまま
チェックする方法に簡略化されていた。
後半の２日間は，大学関係者じゃないと信用さ
れないという理由で，住民の人たちが付けていた
ポケット線量計の値を記録する係を担当した。ス
クリーニングも電気事業連合会（電力会社各社）
から派遣されてきた人たちも行っていたのだが，
大学関係者が一緒にスクリーニングを行うことが
信用という面で重要なようであった。
６月と７月の２回のスクリーニング活動に参加
して，スクリーニング活動がどのように行われて
いるか，そして福島県の状況を実感することがで
きた。福島県を超える１４基の原子力発電所を持つ
県にある福井大学とって，大学に期待される，あ
るいは大学にしかできない役割があり，福島県で
行われているスクリーニング活動を含めたいろい
ろな活動を実際に体験することは，非常に重要な
ことではないかと感じた。
―３４―
